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■歳出の特徴
　主な歳出は、定住支援策、子育て
支援施策費、防災行政無線デジタル
化整備、高齢者の安全対策として高
齢者先進安全自動車購入補助金、企
業支援策として企業誘致促進事業補
助金などです。

これまでのまちづくりのために借りた町債（借入
金）の元金と利子の返済金です。
返済額と残高 （単位：万円）

年度 返済金額 借入金残高

30 ３億5,801 52億7,389 30年度は決算額

元 ３億7,916 51億6,263 元年度は決算見込み額

２ ３億8,242 53億1,841 ２年度は当初予算額

 公債費  
地方自治体間の財源の均衡化や財
源保障をするため、国から地方へ
移転される一般財源です。

町民税（個人）　５億3,479万円
町民税（法人）　　　6,381万円
固定資産税　　７億3,660万円
軽自動車税　　　　4,928万円
たばこ税　　　　　5,560万円

 地方交付税 

 町税の主な内訳 

■歳入の特徴
　町税については、個人町民税、町たばこ税が増額と
なりますが、法人町民税、固定資産税の減額を見込み
ました。
　また、町税とならんで歳入の根幹である地方交付税
は増額を見込み、防災行政無線デジタル化整備に伴い、
町債の増額を見込みました。

令和２年度予算
地域防災力の強化 52億6,700万円

の
　10年計画の集大成に入ってきている甘楽町第５次総合計画「KANRAプラン・輝き」に基
づく施策を中心とした町の令和２年度当初予算が３月議会定例会で可決されました。
　一般会計当初予算額は、防災行政無線デジタル化整備、（仮称）甘楽PAスマートIC道路整
備などを盛り込み、総額52億6,700万円で、前年比0.3％減の予算規模となりました。
　地域防災力を高めることとともに若者の定住促進を図り、後世に負担をかけない中で町
民が安全で安心して暮らせる予算編成をこれからも進めていきます。

予算書は役場ロビーで閲覧で
きます。ホーム
ページにも掲載
していますので、
ご覧ください。
■企画課財政係　内線243

予算の詳細については…

自主財源…36.2％ 依存財源…63.8％
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 １億5,442万円　2.9％
 １億3,288万円　2.5％
  1億3,139万円　2.5％
 繰入金　4,617万円　0.9％

 ３億2,300万円　6.1％
 地方譲与税　7,473万円　1.4％

 ３億3,162万円　6.3％
 商工費１億3,386万円　2.6％

 労働費・予備費・災害復旧費　1,403万円　0.3％
 議会費　7,628万円　1.5％

令和元年度に解体した旧保健センター跡地

　予算

昨年10月の台風19号で被害を受けた町道来波沼線（秋畑・左写真）と神
じんでがや

出萱橋（轟）

町政の動き
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事　業　名 予算額
防災行政無線デジタル化整備事業
地域防災の情報拠点となる現行システ
ムをデジタル化へ移行する整備を実施
（新規）

３億5,921万円

（仮称）甘楽PAスマートIC整備事業
開通に向け用地買収・道路新設改良工
事などを実施

１億3,837万円

道路新設改良事業
天王下平線、吉田屋敷菜園線などの整
備工事を実施

7,890万円

都市再生整備計画事業（小幡３期）
歴史的風致維持向上計画の10年計画が
終了し、新たな計画に基づき整備を実
施（新規）

1,720万円

観光施設整備事業
キラッとかんら観光キャンペーンや群
馬DCも含め観光客の満足度を上げる
整備を実施

2,102万円

保健事業
各がん検診委託料や健康ダイヤル24、
若年健診の導入（新規）など町民が健康
で暮らせる施策を実施

2,451万円

母子保健事業
妊娠から子育て期まで一連でサポート
を行う「子育て世代包括支援センター」
費用など

1,531万円

子育て支援事業
子育て支援センターの運営委託や出産
祝金の支給など

1,711万円

予防接種事業
成人男性の緊急風しん対策やロタウイ
ルスワクチン定期接種（新規）、各種予
防接種を実施

3,057万円

小学校水泳指導業務委託事業
民間施設を活用し、安全で効率的な授
業を実施（新規）

251万円

高齢者交通安全対策事業
高齢者が安全装置が整備されている自
動車を購入または後付けする場合に補
助金を交付

300万円

かんら未来人財応援事業
若者の定住支援を図るため、奨学金の
返済額の一部を補助（新規）

300万円

空き家対策事業
問題となっている空き家解消のため、
不良住宅や特定空き家の除却費用の一
部を補助（新規）

100万円

ホストタウン交流事業
ホストタウン相手国となったニカラグ
ア共和国との交流を実施

335万円

令和２年度に予定されている主な事業

会　計　名 予算額 前年度比
国民健康保険事業 15億6,980 1,280
介護保険事業 13億3,270 1億2,140
農業集落排水事業 1億3,980 △480
公共下水道事業 5億5,890 3,320
後期高齢者医療 1億4,860 790

合　計 37億4,980 １億7,050

（単位・万円）

　特別会計を運営するために、一般会計から繰出
している金額は、合計で６億5,131万円となって
います。

　国民健康保険事業特別会計では、国保世帯の負
担軽減を図るため、税率の引き下げを行います。

特別会計

E小学校水泳指導業務委託事業

　天候に左右されず安全で確実な指導を受けるため、
小学校の水泳授業を近隣のスイミングスクールに委
託し、プール維持費用を削減します。

A

B

C

D

E

D子育て支援事業

　安心して子育てができる町を目指して、子育て親
子の交流や子育て相談、遊びの場として、子育て支
援センターの充実に努めます。

A防災行政無線デジタル化整備事業

　地域防災力を強化するため、防災行政無線設備の
デジタル化への更新工事を実施するとともに、甘楽
町安全安心メールの普及拡大を図ります。

白倉浄水場改修等工事（単位・万円）
区　分 予算額 前年度比

収益的収入 ２億6,260 240
収益的支出 ２億4,030 △270
資本的収入 ３億1,365 3億1,187
資本的支出 ５億1,174 3億4,929

【業務の予定量】
　給水戸数　　　　5,327戸
　年間総給水量　165.7万トン
　一日平均給水量　4,540トン
【主な建設事業など】
　・上野地内送・配水管布設工事
　・単独配水管布設工事
　・白倉浄水場改修等工事

水道会計

水
道
事
業

　既存施設の機能を維持・強化するため、大規模な
改修を行い、耐震化・長寿命化・機能強化を図ります。

B（仮称）甘楽PAスマートIC整備事業

　令和５年３月の開設を目指して、下り線パーキン
グ南側の文化財調査を終え、工事着手を予定してい
ます。

C観光施設整備事業

　せせらぎの路などの改修を行い、来訪者の周遊環
境の向上を図ります。今年度は、清水橋側の木橋を
改修予定です。

■ 改正後
区　分 令和２年度 前年との差

医療給付費分
所得割 7.0％ ▲1.2％
均等割額 25,200円 ▲2,000円
平等割額 26,000円 変更なし

後期高齢者
支援金分

所得割 2.4％ 変更なし
均等割額 8,000円 変更なし
平等割額 7,400円 変更なし

介護納付金分
 （40歳以上
  65歳未満）

所得割 1.8％ 変更なし
均等割額 8,400円 変更なし
平等割額 5,200円 変更なし

　また、多子世帯支援事業補助金として第３子以
降の均等割相当額を補助してきましたが、今年度
は第１子から該当させ、子育て支援を一層図ります。

町政の動き
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